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【短報】岡山県北部の積雪地帯における水生甲虫2
種の越冬場所について
水生甲虫の越冬についての知見は少なく，越冬
場所や越冬態などを解明するためには，記録を蓄
積することが重要である．亀澤（2011）はトダセ
スジゲンゴロウ Copelatus nakamurai（Gueorguiev，
1970）が朽ち木中で確認されたことを，山崎（1993）
はコシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus（Germar，
1830）が石の下で確認されたことを報告してお
り，森・北山（2002）はウスイロシマゲンゴロウ
Hydaticus rhantoides（Sharp，1882）の成虫が冬期
でも水域で見られるとしている．また，上手（2002）
は北海道の積雪地帯において，キベリクロヒメゲ
ンゴロウ Ilybius apicalis（Sharp，1873）は幼虫のみが，
マメゲンゴロウ Agabus japonicus（Sharp，1873）や
クロズマメゲンゴロウ Agabus conspicuus（Sharp，
1873）は成虫と幼虫の両方が冬期に確認されたと
しており，その他数種の越冬態や越冬場所につい
て記している．筆者は，岡山県北部の積雪地帯に
おいて，水生甲虫の生息調査を行い，同所的に
生息しているホソクロマメゲンゴロウ Platambus 

optatus（Sharp，1884）とキベリヒラタガムシ
Enochrus japonicus（Sharp，1873）の成虫越冬を確
認した．積雪地帯における両種の知見は特に少な
いと思われるので，ここに報告する．
今回調査を行った湿地のある「津黒いきものふ
れあいの里」は，岡山県の最北部，中国山地の脊
梁部にあり，標高およそ 580m，過去 10年間（2002
～ 2011年）の年間降雪量の平均値 517.5cm（気象
庁「過去の気象データ」, http://www.data.jma.go.jp/
obd/stats/etrn/index.php，2012年 2月 1日確認）の
積雪地帯である．同施設は湯原奥津県立自然公園
に含まれており，岡山県自然保護条例に基づく「郷
土自然保護地域」に指定されている．今回調査を
行った湿地も同ふれあいの里内に位置しており，
捕獲や採集が禁止されているが，今回の調査は許
可を得たうえで捕獲を行い，同定した後，全て放
虫した（ホソクロマメゲンゴロウの同定には交尾
器の比較が必要であるが，この湿地には本種しか
生息していない）．調査地である湿地は約 9.2㎡（1.3 
m× 7.1 m）で，山の染み出し水が溜まりになって
おり，通年水が絶えることはない．

調査は，降雪開始日の 2011年 12月 9日（気象
庁「過去の気象データ」, http://www.data.jma.go.jp/
obd/stats/etrn/index.php，2012年 2月 1日確認）か
ら約 1ヶ月半経過した 2012年 1月 31日に行った．
水中はたも網を用いた掬い採りを行い，それ以外
は土の上を覆っている雪を取り除き，手作業で水
際側から土を少しずつ削り，目視で探した．その際，
土の上に積もっている雪の高さ，水と土の接面か
ら発見された箇所までの距離を測定した． 
その結果，水中での掬い採りでは確認すること

ができなかったが，土中からはホソクロマメゲン
ゴロウとキベリヒラタガムシの 2種を確認するこ
とができた (図 1，図 2)．確認されたホソクロマメ
ゲンゴロウ約 10個体，キベリヒラタガムシ約 20
個体は全て成虫であった．2種が確認されたのは，
湿地の水が浸透している極めて湿潤な部分であっ
た（図 3）．この部分では，土が柔らかく，落ち葉
などの大きなものや，細かなデトリタスが複雑に
混じり合い，微小な隙間が多く見られた．このよ
うな環境は水中か陸地かの判断が難しいが，水面
から約 15 cm以内に限られ，それ以上掘り進んだ
硬い土の部分からは両種共に得られなかった．一
方，同じように湿地の水が浸透していても，主に

図1．越冬中のホソクロマメゲンゴロウ．

図2．越冬中のキベリヒラタガムシ．
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図3．対象種の越冬が確認された範囲．

図4．白色液を出したホソクロマメゲンゴロウ．

花崗岩で構成される硬い砂質の場所からも確認さ
れなかった．また，この上には平均約 46 cmの積
雪があった．発見時は，2種が同所的に生息して
いることが確認され，ほとんどの個体は落ち葉な
どの表面に腹部が密着するようにつかまっており，
その他数匹は，水の中に分散した堆積物から泳ぎ
だしたところを発見した．今回の調査では，2種共
に湿潤な土中の堆積物中から得られたが，吉富（私
信）によると，これら 2種の成虫は積雪地帯以外
では冬季も水域で見られるとのことである．また，
今回確認された環境は，春から夏に両種を確認で
きた環境でもあり，冬期も同じ環境で活動してい
る可能性もある．実際に，水に入った 2種はすぐ
に泳ぎだし，ホソクロマメゲンゴロウは手の上に
乗せると，ゲンゴロウ類が防衛時に出す白色液を
放出した（図 4）．
なお，調査時の水温の平均値は 5.08℃，2種が

確認された土中部分は 0.02 ℃であった（いずれ
も 5地点の平均値）．また，調査日の日平均気温
は -2.7℃であった（気象庁「過去の気象データ」, 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php，

2012年 2月 1日確認）．
末筆ではあるが，原稿をご校閲いただき，文献

をご教示いただいた愛媛大学ミュージアムの吉富
博之博士に厚くお礼を申し上げる．
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【短報】チョウセンゴモクムシの食餌植物について
はじめに
捕食性（肉食性）が多くを占めるゴミムシ類の

なかで，マルガタゴミムシ類やゴモクムシ類，一
部のナガゴミムシ類などが植食性のグループとし
て知られている．植食性ゴミムシ類の食餌植物に
ついては，一部の種類がイネ科植物の種子などの
植物体を食することが報告されているが，ほとん
どの種類はその食餌植物や嗜好性が明らかになっ
ていない．
筆者は，兵庫県内において，チョウセンゴモク

ムシについての食餌植物に関する若干の知見を得
たので，生態的な多少の知見と併せて報告してお
きたい．

チョウセンゴモクムシについて
チョウセンゴモクムシ Harpalus (Harpalus) crates 

Bates,1883 は，朝鮮半島を模式産地とする比較的
大型のゴモクムシで，日本では本州に限って分布
している．肢が黒く，体がふつう薄紫色の光沢を
有することから，個体数の多いケゴモクムシ亜属
Pseudoophonusとは一見して区別ができるが，野
外ではむしろゴミムシ属 Anisodactylusのゴミムシ
signatusやホシボシゴミムシ punctatipennisと少し
紛らわしい（図 1）．本州には比較的広汎に分布し
ているようだが，いずれの地でも個体数が少なく，
多くのゴモクムシ類に混じってたまに 1～ 2個体
得られる希な種類といえる．生息環境として認識
されているのは，河川河原や砂礫地などの草地・
荒地環境である（たとえば，岩田・新井：2006）が，


